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書
評

山
村
順
次
著

志
賀
高
原
観
光
開
発
史

「
観
光
」
が
学
問
研
究
の
対
象
と
し
て
と
り
あ
げ
ら
れ

て
本
書
の
意
義

る
よ
う
に
在
っ
た
の
は
比
較
的
新
し
い
。
未
開
拓
で
あ
っ
た
と
の
分
野
に
新
し

い
研
究
を
進
め
て
き
て
、
先
頃
『
観
光
地
理
学
』
(
浅
香
幸
雄
と
共
編
著
、
沼

和
四
九
年
九
月
大
明
堂
刊
)
を
刊
行
し
実
著
者
は
、

ζ

の
た
び
本
書
を
徳
川
林

政
史
研
究
所
よ
り
出
版
し
た
。

「
あ
そ
び
」
が
い
や
し
め
ら
れ
、
罪
悪
視
さ
れ
る
と
い
う
「
偏
見
」
の
中
で
、

従
来
、

な
も
に
生
産
の
問
題
を
と
り
扱
っ
て
き
た
経
済
地
理
学
者
医
は
、
消
費

の
一
形
式
で
あ
る
観
光
現
象
を
軽
視
し
、

か
っ
と
れ
を
い
か
た
あ
つ
か
う
べ
き

か
、
答
え
ら
れ
念
か
っ
た
(
青
木
栄
一
・
山
村
願
次
「
日
本
に
訟
け
る
観
光
地

理
学
研
究
の
系
譜
」
人
文
地
理
二
八
巻
二
号
)
た
め
に
、
観
光
現
象
を
研
究
対

象
と
し
て
取
り
あ
げ
ら
れ
る
と
と
が
少
か
っ
た
地
理
学
(
の
み
乏
ら
ず
他
の
学

問
領
域

k

b
い
て
も
同
様
の
理
由
で
少
か
っ
た
)
の
分
野
に
な
い
て
、
著
者
は

も
つ
ば
ら
ζ

の
「
観
光
」
と
と
れ

a

組
み
、
多
〈
の
労
作
を
発
表
し
て
き
た
。
広

わ
が
国
の
人
口
集
中
地
域
に
近
〈
、
ス
キ
ー
ヤ
ー
に
古
く
か
ら
殺
し
ま

蓄
は
、

れ
て
い
る
長
野
県
の
志
賀
高
原
を
と
り
あ
げ
、
そ
の
観
光
開
発
の
過
程
を
明
ら

か

κし、
ぞ
れ
が
入
会
集
団
と
し
て
の
財
団
法
人
和
合
会
が
土
地
を
支
配
し
、

山
稼
や
農
業
で
生
計
を
た
て
て
い
た
多
〈
の
会
員
が
、
志
賀
高
原
で
観
光
業
を

営
む
こ
と
を
特
権
と
し
て
許
す
と
と
も
に
、
和
合
会
自
体
も
観
光
開
発
に
あ
た

旬
、
そ
の
反
面
、
外
来
観
光
資
本
の
自
由
な
進
出
を
一
切
拒
否
し
て
き
た
と
と

を
強
調
す
る
。
わ
が
国
の
多
く
の
観
光
地
域
が
、
外
来
観
光
資
本
花
よ
る
勝
手

在
刊
叫
晴
活
の
結
果
、

さ
ま
ざ
ま
の
好
ま
し
か
ら
ざ
る
影
響
を
地
域
あ
る
い
ほ
、

地
域
社
会

K
及
ぼ
し
て
凶
る
現
実
を
知
悉
し
て
い
る
著
者
は
、
志
賀
高
原
の
鼠

光
開
発
が
地
一
冗
の
和
合
会
の
自
主
的
念
開
発
に
よ
る
も
の
で
あ
る
点
を
評
価
す

る
。
近
年
、
山
村
振
興
策
と
し
て
の
観
光
開
発
が
叫
ば
れ
、

し
か
も
そ
れ
が

往
々
に
し
て
共
有
地
が
外
来
資
本
の
手
で
開
発
さ
れ
党
結
果
、
地
域
社
会
の
被

壊
を
招
来
し
て
い
る
現
状
を
み
る
に
つ
け
、

地
域
往
畏
の
主
体
性
に
h
u
h

て、

国
立
公
園
行
政
と
一
体
化
し
て
、
今
日
の
一
大
観
党
地
域
を
形
成
し
て
き
た
ζ

と
は
特
筆
に
値
す
る
と
い
う
e

と
れ
は
観
光
開
発
の
過
程
を
通
し
て
み
る
山
村

地
域
の
歴
史
地
理
学
的
分
析
で
あ
る
と
と
も
に
、
山
地
の
観
光
開
発

K
対
す
る

著
者
の
理
想
像
を
も
描
き
出
そ
う
と
し
た
も
の
と
も
み
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

二
、
志
賀
高
原
の
地
理
的
性
格

志
賀
高
原
は
、
焼
額
山
・
岩
菅
山
・
赤
石

- 30 -

山
・
横
手
山
・
自
板
山
・
万
座
山
左
ど
、

一
、
九

O
O
t
二
、
三

C
C
メ
i
ト

ル
の
山
々
に
菌
ま
れ
た
、
渦
状
熔
岩
地
形
の
志
賀
山
(
二
、

O
三
六
メ
!
ト
ゐ
)

五

O
O
I
二、

0
0
0メ
ー
ト
ル
、
面
積
一
、
五
む

を
中
心
と
す
る
標
高
て

0
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
広
大
念
高
原
で
あ
る
。
志
賀
山
の
噴
出
し
た
熔
岩
に

よ
る
熔
岩
台
地
状
の
地
形
で
、
大
小
の
ス
ロ
ー
プ
や
平
坦
地
、

七

O
余
の
湖
沼

群
、
そ
し
て
渓
谷
や
温
泉
に
も
恵
ま
れ
て
い
る
。
標
高
て
四
二

0
メ
ー
ト
ル

の
丸
池
に
hv
け
る
年
平
均
気
温
は
五
・
三
度
、
特
に
夏
の
平
均
最
高
気
温
は
八

月
で
二
二
・
一
度
で
冷
涼
で
あ
り
、
夏
季
の
避
暑
地
と
し
て
好
適
で
あ
る
。
降

水
量
は
年
間
一
、
九
六

0
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
、
臨
時
雪
は
一
一
月
中
旬
か
ら
四
月
上

句
。
間
で
、
積
雪
量
は
二
月
中
匂
頃
が
最
高
で
豹
二
・
五
メ
ー
ト
ル
げ
い
を
る
が

地
形
的
げ
ん
差
異
が
あ
る
。

一
t
三
月
に
は
晴
天
が
多
〈
、
標
高
に
よ
る
粉
雪
。

存
在
と
あ
い
ま
っ
て
、

ス
キ

l
場
と
し
て
の
発
展
の
一
因
を
な
し
て
凶
る
。
語
宵

高
一
、
五

0
0メ
ー
ト
ル
以
上
で
は
亜
高
山
帯
針
葉
樹
や
プ
ナ
林
、
以
下
の
標



高
の
地
帯
に
は
ダ
ケ
カ
ン
パ
左
ど
の
落
葉
広
葉
樹
林
が
茂
り
、
特
に
志
賀
山
付

近
の
針
葉
樹
の
原
生
林
や
琵
琶
池

f
蓮
池

t
長
池
周
辺
の
シ
ラ
カ
ン
バ
林
の
群

落
は
見
事
で
あ
る
。
二
、

0
0
0
メ
ー
ト
ル
級
の
山
頭
部

κは
ハ
イ
マ
ツ
群
落

や
高
山
植
物
が
み
ら
れ
、
高
原
部
で
は
ワ
タ
ス
ゲ
湿
原
、
ミ
ズ
パ
シ
ヲ
ウ
の
群

落
が
あ
り
、
春
か
ら
初
夏
に
か
け
て
は
ゼ
ン
マ
イ
・
門
ラ
ピ
・
フ
キ
・
タ
ケ
ノ

コ
左
ど
の
山
菜
狩
わ
も
出
来
、
春
の
新
緑
、
秋
の
笠
葉
な
ど
観
光
価
値
を
い
っ

そ
ろ
↓
ロ
向
め
る
。

、

温
泉
の
開
発
と
和
合
会

第
一
章
の
「
志
賀
高
原
の
観
光
基
礎
条
件

で
は
志
賀
高
原
の
自
然
や
和
合
会
の
ζ

と
、
そ
し
て
第
二
立
阜
の
「
明
治
・
大
正

の
渋
混
泉
と
志
賀
高
原
-
で
は
冬
一
く
の
窓
向
恨
の
開
発
や
と
く
に
渋
温
泉
の
往
時

の
姿
を
措
く
。

享
和
二
年
(

一
八

O
二
)
の
発
崎
、
文
化
四
年
(
一
八

O
七
)
の
熊
の
湯
左

ど
、
す
で
に
近
世
嗣
聞
に
温
泉
の
開
発
が
み
ら
れ
た
が
、
第
二
次
世
界
大
戦
後
だ

さ
ら
に
木
一
戸
池
温
泉
(
昭
和
三

O
年
)
、
丸
池
温
泉
(
昭
和
三
四
年

い
た
り
、

西
発
晴
よ
り
引
湯
)
、
硯
川
温
泉
ポ
開
か
れ
た
。
明
治
三
四
年
ι

に
は
地
獄
ゲ
甘
か

ら
引
湯
し
て
上
林
温
泉
、
ホ
吉
野
温
泉
が
開
設
さ
れ
た
。
山
ノ
内
温
泉
誌
の
中
七

は
渋
混
一
夜
一
で
、

そ
の
混
泉
集
落
。
構
成
員
は
和
合
会
ム
一
一
員
で
あ
る
c

志
賀
高
原
に
訟
付
る
約
三
、

C
C
C
ヘ
ク
タ

i
ん
余
の
和
合
会
の
所
有
地
ぷ

明
治
二
二
年
の
土
地
台
帳
、
制
定
の
時
、
当
時
の
者
酎
p
j
e
q
」
(
悶
告
野
村
)
の
住
口
氏

山
友
利
左
衛
門
外
二
九
二
名
(
日
戸
と
い
い
、
そ
の
後
加
入
の
会
員
と
包
別
す

る
)
の
連
名
で
共
有
山
林
と
し
て
登
記
が
左
さ
れ
た
。
明
治
三
八
年
ー
に
沓
野
区

共
有
地
と
4
2
h
v

、
そ
の
後
会
員

c
h
q
訟
で
苓
干
の
変
化
が
ま
っ

F-
が
て
正
一
二

~
z
o
f
k
地
上
権
設
定
、
昭
和
二
年
に
正
、
一
入
に
財
団
淳
一
人
口
紅
会
会
が
定
一
円
さ
れ
、
忍
一

年
平
吾
村
へ
稔
与
、
同
」
一
一
六
口
つ
お
ふ
ア
一
一
一
ヘ
地
上
徳
一
昨
1
r
k
議
長
い
か
乏
さ
れ
、
告
訴
1

-
渋
・
横
湯
組
の
部
落
民
の
山
稼
ぎ
の
場
と
し
て
利
用
さ
れ
て
き
た
。
和
合
会

員
は
、
内
規
に
よ
る
と
、

札
田
一
野
区
内
花
田
居
住
す
る
正
会
員
(
泊
二
九
三
名
)

と
そ
の
分
家
で
あ
る
準
会
員
{
入
林
権
付
与
者
)
と
に
分
れ
て
い
る
が
、
セ
二
一
一

間
貝
は
年
々
増
え
、

昭
和
四
九
年
三
月
末
現
在
で
和
合
会
員
数
は
四
五
九
名
L
-
4

・

っ
て
い
る
。

正
会
員
が
水
田
野
区
外
に
転
出
し
た
時
は
そ
の
資
格
を
失
山
、
転
入

し
た
時
は
三
年
後
に
復
権
す
る
が
、
準
会
員
は
復
権
は
認
む
ら
れ
士
い
。

tl 

ら
の
会
員
は
入
林
権
を
も
っ
と
と
も
に
、
林
野
以
外
の
土
地
に
つ
き
、
賃
貸
ぺ

よ
っ
て
観
光
的
冗
利
用
す
る
特
権
を
も
っ
て
凶
る
。

共
有
林
野
で
の
山
稼
き

(
白
箸
材
生
産
・
木
炭
・
根
趨
r竹
、
薪
材
・
干
亘
の
生
産
)
と
ホ
日
野
ぞ
れ

r

伎
で

の
農
業
と
の
組
合
わ
ぜ
で
生
活
を
維
持
し
て
空
た
人
々
は
、
同
じ
共
有
地
を
ス

キ
i
場
・
旅
館
・
保
養
所
在
ど
観
光
的
だ
利
用
す
る
こ
と
に
よ
り
、
そ
の
竺
佐
伯

は
安
定
し
向
上
し
た
。
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農
業
集
客
沓
野
の
近
く
で
は
、
伝
統
的
温
泉
集
落
と
し
て
の
渋
温
泉
が
あ

er

明
治
初
年
で
は
混
泉
寺
門
前
に
集
蕃
が
規
配
酌
F
一
並
び
、
特
F
h

中
安
部
の
す
べ
湯

を
中
心
に
沼
田
庄
が
形
成
さ
れ
て
出
る
。
各
所
に
共
南
浴
場
が
分
布
し
て
回
る
が
、

間
的
で
は
ま
だ
↓
管
理
営
業
は
み
ら
れ
ず
、

A
H
(
t
H
E
m
-

雑
貨
を
ど
の
高
広
J
A
-

全
長

C

明
治
一
十
立
年
に
在
る
と
忍
泉

一
、
旅
館
三
二
日
、

一
カ
年
の
浴
客
念

c
r…

二
、
(
)
こ
こ
人
で
か
か
一
品
有
数
心
温
泉
場
で
歩

J

っ
売
。
共
同
が
州
場
f
J

湯
本
場
九
一

中
伝
的
存
在
で
、
大
湯
組
・
約
一
湯
組
主
じ
も
の
共
同
浴
場

J

利
用
集
団
の
絞
倍
、
J

J

h

F

〈
ら
れ
て
い
た
。

十
八
正
末
燃
に
た
志
一
合
か

や
が
て
、
湯
量
嬉
が
必
要
と
た
料
、

ら
引
渇
し
、
共
同
浴
場
と
各
旅
箆
の
内
湯
へ
門
ハ
ガ
湯
し
た
c

一
伝
説
一
線
二
時
お
二
六

年
だ
開
通
し
4
-
J
J

山
ノ
内
同
町
ご
は
浴
客
用
人
力
車
J
Y

運

行
J
A
-

<'1l-

rf 

広
一
時
十
円

れ
て
い
て

入
禁
琵
弓

J

り
ま
だ
口
町
治
的
段
落
た
と
ど
ま
っ
て
い
た
匂

志
賀
高
原

C
土
た
利
用
は
、
出
品
一
一
治
・
大
正
・
伝
記
炉
問
J
T

三
越
こ

4
っ
ば

Jht



述
の
よ
う
な
沓
野
区
民
(
和
合
会
々
員
)
の
山
稼
ぎ
に
よ
る
も
の
が
主
で
あ
っ

え
が
、
大
正
四
年
の
平
穏
村
ポ
日
田
川
区
有
財
産
管
理
規
程
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
、

潤
満
滝
・
幕
山
石
・
仏
山
石
付
近
の
よ
う
左
景
観
の
す
ぐ
れ
た
地
区
を
設
定
し
て
、

区
有
林
野
の
一
切
の
伐
採
を
禁
止
し
て
シ
旬
、
す
で
に
風
景
の
維
持
保
識
に
配

慮
さ
れ
て
い
る
と
と
が
わ
か
る
。

そ
し
て
大
正
期
に
入
句
、
林
産
物
の
搬
出
と

と
も
に
一
方
で
は
自
然
景
観
や
温
泉
念
ど
の
観
光
資
源
が
注
呂
さ
れ
始
め
、
林

業
と
観
光
の
両
面
か
ら
交
通
の
整
備
が
重
要
と
な
っ
て
く
る
。

大
正
二
年
、
横
浜
の
貿
易
砲
で
あ
勺
た
ド
イ
ツ
人
の
キ
ン
メ
ル
夫
妻
が
上
林

温
泉
を
訪
れ
、

オ
ー
ス
ト
リ
ア
式
ス
キ
!
と
一
本
校
を
持
参
し
て
付
近
を
滑
っ

.J.. 
I~ 

カ2、

ζ

れ
が
平
穏
村
へ
の
最
初
の
ス
キ

l
導
入
で
あ
っ
た
。

ぞ
の
地
一
花
氏
与

え
た
影
響
は
大
き
く
、
大
正
九
年
、

当
時
冬
の
閑
散
期
対
策
を
考
え
て
加
た
上

林
温
泉
鹿
表
閣
の
小
林
民
作
の
理
解
と
熱
意
に
よ
旬
、
青
年
一
層
か
ら
の
発
案
で

「
信
州
山
ノ
内
ス
キ

1
ク
ラ
ブ
一
が
実
現
、
昭
和
八
年
ま
で
連
続
一
三
回
に
わ

た
り
上
信
越
ス
キ
!
大
会
が
開
催
さ
れ
た
。

四
、
観
光
開
発
の
展
開

第
三
章
「
志
賀
高
原
の
観
光
萌
芽
期

(
昭
和
初

期

1
第
二
次
世
界
大
腕
ま
で
)
で
斗
ま
ず
長
野
電
鉄
の
進
出
が
注
目
さ
れ
る
。

昭
和
四
年
、
以
前
か
ら
志
賀
高
原
の
銭
売
資
源
に
さ

g
L
て
開
発
の
意
図
を
持

っ
て
い
た
社
長
の
神
津
十
様
子
の
回
し
出
「

7
-
旬、

和ムロム一
A

は
沓
打
苓
屋
以
東
熊

の
湯
に
い
た
る
二

O
C万
平
方
，
p
l
ト
凡
の
所
有
地
を
、

二

C
年
間
無
償
で
提

供
す
る
賃
貸
契
約
を
結
ん
だ
。

そ
の
借
地
証
書
で
み
る
よ
う

K
、
志
賀
高
原
の

観
光
的
土
地
利
用
の
高
度
化
を
推
進
す
る
べ
く
、
地
元
民
が
外
来
昨
日
本
の
導
入

を
図
っ
た
の
で
あ
る
が
、
ぞ
れ
は
あ
〈
ま
で
和
合
会
の
主
導
権
の
も
と
で
の
土

地
開
発
で
あ
っ
た
。
大
正
一
一
年
、
屋
代

t
須
坂
問
、
昭
和
二
年
に
は
地
元
民

の
強
出
要
望
だ
よ
旬
、
長
野

f
楊
週
中
間
の
鉄
道
が
間
関
透
し
た
。
地
元
で
は
山

林
資
源
を
守
る
か
、
観
光
的
土
地
利
用
ぞ
変
え
る
か
に
つ
き
議
論
が
つ
〈
さ
れ

た
が
、
結
局
、
永
久
に
山
を
{
寸
る
と
と
も
に
、

そ
の
一
部
に
つ
い
て
は
観
光
掲

発
を
念
し
、

し
か
も
地
元
側
が
開
発
だ
規
制
を
つ
け
る
と
と
で
意
見
の
一
致
を

一
年
、
志
賀
高
原
開
発
の
拠
点
、
と
し
て
湯
田
中
遊

み
た
。
一
長
野
電
鉄
は
大
正
一

園
地
今
開
設
、
大
正
一
二
年
、
小
林
良
作
と
協
力
し
て
上
林
温
泉
の
湯
量
を
引

湯
だ
よ
わ
増
加
し
、

温
泉
プ

l
ル
そ
の
他
の
施
設
を
設
け
て
整
備
し
+
ュ

沼
和

三
年
、
神
津
社
長
は
上
林
温
泉
の
遊
園
地
一
世
帯
引
の
ス
ロ
ー
プ
を
ス
キ

i
場
と
し

て
整
備
、

渋

t
上
林
簡
に
電
鉄
パ
ス
幸
一
運
行
、
翌
年
、
当
時
の
ス
キ
!
先
進
冨

ノ
凡
ウ
ェ
ー
か
ら
来
日
中
の
ス
キ
!
選
手
へ
ん
ゼ
ァ
ト
中
尉
を
招
里
、

去、
J

円

r
f
h

翌
年
に
は
ォ
!
ス
ト
リ
!
の
シ
ュ
ナ
イ
ダ
!
が
訪
れ
売
。

へ
ん
ゼ
プ
ト
間
取
れ
は

志
賀
高
原
の
す
ば
ム
，
し
川
口
景
観
を
賞
讃
し
、
案
内
4
告
の
麻
生
武
治
だ
一
東
洋
の

32 

サ
ン
モ
リ
ッ
ツ
↑
と
一
犠
い
た
と
い
わ
れ
る
e

神
津
社
長
は
麻
生
の
協
力
を
得
て

志
賀
高
原
の
ス
キ
!
ツ

7
1
・
コ
ー
ス
の
開
発
を
行
な
〕
円
、
多
数
お
ス
F

1

t

r

ー
の
訪
れ
を
み
る
こ
と
に
在
っ
た
。

昭
和
一

O
年
三
月
、
鉄
道
省
国
際
観
光
局
は
志
賀
高
原
を
、
妙
高
・
菅
平
ー
も

含
め
て
一
上
信
越
国
際
ス
キ
!
場
一
に
指
定
、

置
際
ス
キ

l
場
と
し
て
の
地
位

W
一
応
じ
た
宿
泊
・
観
た
施
設
の
充
実
、
整
備
だ
せ
ま
ら
れ
、
和
合
会
は
土
地
b

温
泉
左
ど
を
県
当
局
に
臨
時
噴
で
提
供
し
て
整
備
に
つ
と
め
た
。
以
上
の
男
莞
に

歩
調
を
あ
わ
せ
、

宿
泊
保
養
施
設
や
茶
底
及
び
関
連
施
設
が
発
生
、
和
合
会
員

も
進
ん
で
茶
底
を
経
営
し
た
わ
ヒ
ュ
ッ
テ
を
設
け
た
旬
し
、
冬
の
ス
会
!
シ

i

ズ
ン
の
み
の
季
箆
釣
営
世
荒
か
ら
年
中
営
業
へ
と
移
行
、
ま
+
一
十
へ
ん
子
・
ム
一
一
と
士
ド
ご

の
山
小
屋
も
進
出
、
パ
ス
の
運
行
路
線
も
延
長
さ
れ
た
。

第
四
章
一
志
賀
高
原
の
観
光
発
展
期
1

第
二
次
世
界
大
戦
後

1
沼
和
三

ぐ写ご
品 f

代
末
頃
ま
で
」
で
は
、
戦
時
中
、
志
賀
高
原
が
各
種
の
資
材
供
給
・
食
糧
増
産



の
場
と
し
て
利
用
さ
れ
る
よ
う
に
左
旬
、
一
新
炭
林
伐
採
が
行
わ
れ
た
旬
、
旅
館

が
陸
軍
病
院
に
指
定
さ
れ
た
り
し
た
が
、
戦
後
に
い
た
り
、
米
軍
の
遂
を
に
よ

的
志
賀
高
原
の
観
光
地
域
と
し
て
の
発
展
の
基
礎
が
作
ら
れ
た
こ
す
る
。

丸
池

ス
キ
!
場
が
接
収
さ
れ
、

わ
が
国
で
は
じ
め
て
の
ス
キ

l
リ
フ
ト
が
架
設
さ
れ

た
c

昭
和
二
七
年
、
米
軍
の
接
収
解
除
ー
と
と
も
に
地
一
元
に
払
山
一
「
J
U
4

円
れ
、
長

野
電
鉄
が
と
れ
を
引
受
け
る
c

括
和
二
一
年
ー
秋
、
和
合
会
組
織
の
も
と
で
志
賀

高
原
観
光
協
会
が
設
立
さ
れ
、
志
賀
高
原
の
今
後
ば
観
花
開
発
之
期
す
べ
き
で

あ
る
と
さ
れ
る
。

昭
和
二
四
年
九
月
、
谷
川
連
峰
・
草
津
・
白
慢
・
妙
高
高
原
と
と
も
に
志
賀

高
原
は
上
信
越
高
原
国
立
公
留
に
指
定
さ
れ
、
管
理
事
務
所
は
丸
抱
に
設
置
さ

れ
、
志
賀
高
原
は
観
光
レ
ク
リ
ェ
!
ゾ
ョ
ン
地
域
と
し
て
大
き
〈
前
進
を
開
始

す
る
。

一
方
、
沼
和
二
五
年
二
月
だ
は
、
開
発
を
地
元
民
の
利
益
冗
J

な
る
よ
う

チ
ェ
ッ
ク
す
る
機
関
と
し
て
、
和
合
会
は
志
賀
高
原
運
営
委
員
会
を
発
足
さ
ぜ

る
。
運
営
委
員
会
は
地
元
民
の
意
見
を
開
き
、

ζ

れ
を
国
・
県
の
公
扇
形
成
に

反
暁
す
る
と
と
も
に
、
和
合
会
員
の
+
志
賀
高
原
進
出
の
申
請
の
チ
エ
ヲ
ク
も
行

7~μ
一
。
運
営
委
員
会
の
棲
成
は
や
が
て
、
和
合
会
・
長
野
電
鉄
の
正
規
の
湾
攻

員
の
ほ
か
、

オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
と
し
て
国
・
県
・
町
の
関
係
者

4
、
参
加
す
る
こ
と

に
士
り
、

と
の
よ
ろ
に
官
民
一
体
と
を
つ
て
国
立
去
濁
の
諸
事
業
を
検
討
し
、

運
営
す
る
と
い
う
わ
が
国
で
も
類
を
み
乏
い
組
織
と
土
門
戸
ー
だ
。
と
と
で
著
者
は

と
の
運
営
委
員
会
の
議
事
録
を
二
七
頁
に
亘
円
一
て
掲
設
す
る
。
と
む
運
営
委
員

ム
ロ
を
基
盤
に
し
て
、

や
が
て
和
合
会
会
員
の
観
光
業
進
出
が
は
か
ら
れ

ξ

と
と

に
4
z

る
。
昭
和
四
九
年
ま
で
に
志
賀
高
原
へ
の
進
出
者
は
一
三
人
人
、
旅
館
業

経
営
に
は
八
五
人
、
会
社
・
学
校
左
ど
の
寮
の
管
理
人
と
J

な
っ
た
人
は
四
一
人

に
の
ぼ
師
、
特
に
笹
野
集
落
A
t
r
円
の
進
出
者
は
一

C
五
人
と
多
い
。

昭
和
一
ニ

0
年
代
に
入
り
、
大
企
業
の
寮
進
出
が
急
激
に
進
む
が
、

ζ

の

よ

ち

左
動
き
の
中
に
あ
っ
て
昭
和
三
四
年

一
月
、
和
合
会
が
大
株
主
と
在
っ
て
志

賀
高
原
観
光
開
発
株
式
会
社
が
設
立
さ
れ
、

こ
れ
が
そ
の
後
の
志
賀
高
原
霞
光

開
発
の
中
核
的
存
在
と
J
p
f
c
o
著
者
は
こ
こ
で
会
社
の
定
款
、
さ
ら
に
株
式
募

集
通
知
や
株
式
発
行
自
議
見
書
、
事
業
概
況
報
告
書
な
ど
を
掲
げ

-t

第
五
章
の
「
志
賀
高
原
観
光
高
変
寝
間
期
昭
和
四
コ
年
代
一
で
は
、

」

の

ょ
う
念
体
制
の
も
と
で
観
光
開
発
が
高
度
に
進
め
ら
れ
て
き
て
凶
る
近
年
の
状

況
を
述
べ
る
。
ま
ず
、
広
域
観
光
ル
!
ト
と
し
て
の
志
賀
草
津
道
路
が
沼
和
田

(
一
)
年
八
月
に
開
通
、

さ
ら
に
秋
山
林
道
と
事
、
志
賀
ス
ー
パ
ー
林
道
ポ
開
設
さ
れ

る
。
観
光
客
・
ス
キ
!
客
が
激
増
し

ス
キ
!
場
の
開
設
も
進
み
、

り
フ
ト
は

今

B
五
七
十
品
、

rh
達
し
た
。
開
発

K
-
K
の
経
営
も
こ
の
リ
フ
ト
の
経
営
を
中

心
に
大
昔
、
〈
伸
び
る
。
国
立
公
園
区
域
内
の
集
団
施
設
地
区
が
指
定
さ
れ
て
和

ヮ、
υ

町
喝

U

合
会
の
会
員
の
観
光
業
へ
の
進
出
が
具
体
化
し
、
農
協
の
多
額
の
厳
島
田
ハ
九
一
一
つ
わ

れ
句
。
。

著
者
は
こ
こ
で
志
賀
高
原
の
観
光
抱
設
や
観
光
客
の
動
向
に
就
き
述
べ

る
。
ま
441

観
光
行
政
之
一
生
ふ
れ
、
環
境
庁
が
国
立
公
彊
一
般
の
観
究
施
設
募
準

を
定
め
、
そ
れ
を
直
ち
に
冨
立
公
賓
行
政
と
し
て
な
る
し
て
雪
ー
だ
こ
と
に

TJ
す

る
和
合
会
の
反
発
を
指
摘
す
る
。

そ
し
て
和
合
会
と
の
協
議
に
立
勺
て
定
此
ム
一

れ
た
昭
和
四
九
年
三
月
の
集
団
施
設
勉
区
旅
館
区
取
抜
高
官
領
を
掲
げ
る
。

長
野
電
訟
の
借
地
ば
沼
和
四
四
年
一
七
月
で
契
約
期
限
が
き
れ
だ
が
そ
の
援

和
合
会
と
の
折
衝
を
経
て
、
昭
和
田
へ
年
、

き
ち
に
二

C
年
間
の
土
地
貸
借
契

約
が
ま
と
ま
っ
た
が

こ
の
契
豹
一
で
ぷ
長
野
電
鉄
が
有
簿
で
借
地

L
4弛
け
れ
ば

念
ら
な
凶
こ
と
だ
一
な
つ
え
。
志
賀
高
原
の
観
光
的
土
地
利
用
の
価
値
が
著
し
く

官
同
ま
勺
て
き
た
こ
と
に
応
じ
、
和
合
会
の
力
が
強
〈
を
っ
た
と
と
を
意
味
し
て

い
る
。
最
後
に
著
者
は
和
合
会
理
事
長
の
将
来
計
画
の
意
見
を
掲
げ
忌
が
、
そ



れ
は
進
出
会
員
の
過
当
競
争
の
調
整
と
自
然
保
識
で
あ
る
。

五
、
論

評

本
書
は
志
賀
高
原
と
い
う
わ
が
国
有
数
の
一
大
総
合
観
光
地
域

が
、
地
元
の
和
合
会
の
主
体
的
開
発
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
て
き
た
こ
と
を
明
ら

か
に
し
た
も
の
で
あ
る
。
わ
が
国
で
は
観
光
開
発
が
新
し
い
時
代
の
も
の
で
あ

る
だ
け
に
、

そ
の
歴
史
も
明
治
以
後
、

と
り
わ
け
第
二
次
世
界
大
戦
後
の
新
し

い
時
代
に
中
心
が
置
か
れ
て
い
る
。
従
来
、
観
光
地
域
を
と
り
あ
げ
て
総
合
的

に
分
析
し
た
研
究
が
ほ
と
ん
ど
み
ら
れ
左
凶
由
自
に
あ
っ
て
、
本
書
の
よ
う
に
単

行
本
と
し
て
出
刊
さ
れ
た
こ
と
は
注
目
に
値
す
る
と
い
え
よ
う
。
時
代
を
追
加
、

刻
明
に
、
多
く
の
資
料
を
掲
げ
て
開
発
の
過
程
を
論
述
し
て
あ
旬
、
正
に
観
光

の
歴
史
地
理
と
い
っ
た
と
と
ろ
で
る
ろ
う
。
し
か
も
開
発
の
中
心
、
主
体
と
し

て
地
域
社
会
の
和
合
会
の
役
割
に
注
目
し
、
観
光
開
発
陀
関
す
る
筆
者
。
理
念

を
展
開
し
た
も
の
と
も
い
え
よ
う
。

し
か
し
、

ζ

の
和
合
会
左
る
も
の
が
如
何
な
る
性
絡
の
、
ど
の
よ
う
念
僧
造

を
も
っ
た
地
域
社
会
で
あ
る
の
か
に
つ
い
て
は
ほ
と
ん
ど
ふ
れ
ら
れ
て
凶
左
い
。

本
書
は
、
ま
え
が
き
に
あ
る
よ
う
に
、

『
和
合
会
の
歴
史

1

志
賀
高
原
の
歩
み

ー
上
・
下
巻
』
の
う
ち
著
者
の
担
当
、
執
筆
し
た
「
志
賀
高
原
の
観
晶
化
開
発
過

程
」
を
補
筆
、
訂
正
し
、

参
考
資
料
と
隼
一
茨
を
一
加
え
て
一
市
怖
に
ま
と
め
た
も
の

で
あ
り
、
以
上
の
如
昔
、
課
題
は
『
和
合
会
の
歴
史
』

K
あ
る
の
か
も
し
れ
念
凶

が
、
本
書
で
も
と
の
問
題
に
若
干
ふ
れ
ら
れ
、
和
合
会
の
主
体
性
の
も
と
に
志

E
H
官
岡
田
原
の
開
発
が
進
め
ら
れ
る
過
程

k
h
k
凶
て
、

と
の
地
域
社
会
と
し
て
の
和

合
会
の
推
移
、
変
容
に
も
ふ
れ
ち
れ
て
ほ
し
い
と
思
わ
れ
る
。
著
者
は
観
光
地

理
学
を
専
攻
す
る
地
理
学
者
で
あ
師
、

も
っ
ぼ
ら
「
観
光
開
発
」
の
み
陀
主
眼

点
が
置
か
れ
て
い
る
の
は
も
っ
と
も
で
あ
る
が
、
和
合
会
の
役
割
を
強
調
す
る

以
上
、
和
合
会
、
地
域
社
会
に
関
し
て
も
分
析
が
進
め
ら
れ
で
も
よ
い
の
で
は

左
回
か
と
思
わ
れ
る
。

志
賀
高
原
は
素
晴
ら
し
い
自
然
観
光
資
振
で
充
さ
れ
て
な
り
、

そ
れ
が
開
か

れ
て
一
大
観
光
地
域
だ
形
成
さ
れ
た
の
は
、

一
つ
に
は
わ
が
国
代
シ
け
る
、
と

〈
に
第
二
次
世
界
大
戦
後
だ
な
け
る
「
観
光
需
要
」
で
あ
り
、

し
か
も
わ
が
国

の
最
大
の
人
口
集
中
地
域
で
あ
る
京
浜
や
中
京
か
ら
近
〈
、
交
通
の
使
に
恵
ま

れ
て
い
た
か
ら
げ
山
ほ
か
を
ら
左
凶
。
観
光
地
理
学
の
素
人
で
毛
る
読
者
に
と
っ

て
、
志
賀
高
原
の
開
発
の
形
が
、

わ
が
置
の
観
危
地
域
開
発
上
ど
の
よ
う
左
意

義
が
る
る
の
か
が
明
確
で
左
凶
。
他
の
観
光
地
域
の
事
例
と
比
較
し
て
若
干
、

専
門
的
士
解
説
が
あ
っ
て
も
よ
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
。

と
〈
に
和
ム
口
ム
一
一
の
役

割
を
強
調
す
る
意
味
で
。

次
氏
、

和
合
会
を
中
心
と
す
る
観
光
開
発
の
漫
念
や
計
画
が
ど
の
よ
う
に
し

6-z 

ηδ 

て
考
え
出
さ
れ
た
か
と
い
う
と
と
で
あ
る
c

当
初
、
長
野
一
電
鉄
が
先
鞭
を
つ
け
、

外
人
ス

F
i
ャ
ー
や
麻
生
武
治
の
よ
う
左
ス
キ
!
家
に
よ
っ
て
指
導
さ
れ
て
出

る
よ
う
で
あ
る
が
、
観
光
地
域
開
発
の
問
題
と
し
て
ど
の
よ
う
な
意
義
、

1百
f直

が
あ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

す
左
わ
ち
和
合
会
の
志
賀
高
原
だ
対
ー
す
る
観
光
開
発

理
念
の
問
題
で
あ
る
。

ぞ
の
点
、
専
門
家
で
あ
る
著
者
む
分
析
と
評
価
が
あ

つ
で
も
よ
い
の
で
は
を
い
か
。
道
路
が
開
か
れ
、

施
設
が
つ
ぐ
ら
れ
、
多
く
の

観
光
客
が
入
り
込
む
よ
う
兇
な
る
だ
け
が
観
吃
地
域
の
開
発
え
と
っ
て
桝
間
待
さ

れ
る
も
の
乏
の
か
ど
う
か
。
ま
た
、
志
賀
高
原
は
山
地
で
あ
わ
林
野
で
も
あ
る
c

と
の
林
野
と
観
光
利
用
の
問
題
に
も
も
っ
L
」
具
体
的
だ
ふ
れ
て
ほ
し
い
。
徳
川

林
政
史
研
究
所
が
玄
蓄
の
よ
う
念
課
題
の
書
物
の
出
娠
を
行
っ
た
と
と
に
対
し

敬
意
を
一
決
し
た
悼
む
(
昭
和
五

O
年
七
月
一

徳
川
林
政
史
研
究
所

~~ 

日
刊

売
品

九

頁
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